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「 はいかなる と から多であるのか。プラトンは によって と








































ひとつの 」は非存在であり、b7の「諸存在の一つの 」は「相関関係と不相等」（pros ti













る。すでに指摘したようにプラトン自身にはto ouk on（m-e on）とpseudosを同一視することは見
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テアイテトス　その通りです。」（260c1以下）
プラトンにあっては、to m-e onとto pseudosはあくまでも別のもの、別の次元のものである。プ
ラトンにあっては、 は （260c1以下）
であるが、to m-e onは ではなく逆に、思考と言明（logos）の外に位置付
けられるべきものである。なぜなら、to m-e onの意味はプラトンにあっては、結局はto heteronと
いうideaであると思われるから、logosの外に、と言うことはイデア界の内に、在るということにな













to pseudosあるいはto al -ethesそのものに関しては、両者の見方は、意味論的定義として、一致し
ていた。しかしこれら虚偽、真理と相関的なto m-e onあるいはto onに関しては両者の見方の間に明

























































































































は、ta m-e onta legeinが関係を表わし、実在しないものについてのlegeinを表わさ
ないことは勿論のこと、何らかの否定的事実を表わしていると考える必要もないことを教えている。
このような結果を『ソフィステース』に移してよいとすれば、上述の② と、
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To m-e on とto heteron。偽言明の定義におけるm-eは、元来矛盾関係を示すものでなければなら
ず、単にheteronの意味では、O.Apelt，Platonis Sophista７）も指摘したように、偽言明を説明しな
い。例えば、「このワインは赤い」と「このワインは冷たい」は互いにheteronの関係であるが、矛










































カテゴリー論とgen -e分析。『ソフィステース』254d4以下のgen -e分析は、to on、to auto、to
-









































①、② をつなげると、              diaphora�
�
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注
１）諸家の翻訳は、W.イエーガー（W.Jaeger, Aristoteles p.193）「虚偽にかかわる全て」、W.D.ロス（W.D.Ross, Metaphysica in The
Works of Aristotle, 1908（1966））「虚偽という性格 the character of falsity」




６）同著『プラトンの形而上学』邦訳上 p.112－3.（原著 H.J.Kr¨amer, Platone e i fondamenti della metafisica, 1982（1989）, p.193以下
Vita e Pensiero）
７）1897 A Garland Series  p.185-6, p.177（l.12）
８）O.Apelt前掲書 p.193，263b11以下への注。
９）F.M.Cornford，Plato's theory of knowledge 1935（1970）にはこの点についての検討が見られない。












u.Interpretation usw,（1966, Carl Winter）p.280は、『形而上学』の成立期を「アカデメイアでプラトン原理理論の解明（Er¨orterung）
が盛んであった時期」としている。またH.J.Kr¨amer, APA:Arete bei Platon and Aristoteles, Zum Wesen und zur Geschichte der
platonischen Ontologie,（1959, Carl Winter）p.273, noteを見よ。
20）H.-G.Gadamerはdie Arithmos-Struktur des Logosという。Idee u.Zahl所収 Platons ungeschriebene Dialektik,1968,（Carl Winter）p.16。







学』邦訳 p.51（III－6C）から教示された。（I.M.Boche′nski, Ancient Formal Logic.1951（1968）P.33以下。North-Holland Pub.co.）
logosの存在論的構造16
「他」  
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